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　この春も、高校生、専門学校生、大学生達が学業を終えて社会へ
と巣立ちました。学業で会得した彼等の知識は社会生活の基礎力と
なって人生形成を方向付けますが、卒業後の就職先では会得した基
礎力に加え、その応用力の試練の場が待ち構えています。企業人と
しての一般的な評価は、専門的技量性の発揮とその応用性、そして
重要視されるのが人間性です。就学期に於いて社会奉仕作業等の課
外活動の体験を重ねると、卒業後の就職先では企業人として役立ち
たい意識が高まり、与えられた仕事に思わぬ成果をもたらすことに
なります。同様に家族の経験談を聞いて育った子どもは、その生活

環境の中で固有の習性が育まれ、それが就労環境の刺激を受けて躍動し、就職先の事業進展に
大きな成果をもたらすことが多いのです。勉強が良く出来て優秀な成績で卒業出来ても就職先
で突出した成果を挙げるとは限らないのです。人にはそれぞれの生まれ付いた個性や幼少期の
生活環境で培われた習性がありますが、就業社会人として評価の対象になるのは人間性です。
就学時代に勤労奉仕を数回でも経験すると、教室で学ぶ授業に加え、人間性を省くむのです。
云うまでもなく早い段階で社会人としての習性が身に付くのです。
　ロータリーの “ 青少年活動 ” の分野には、高校生、大学生等を対象にした社会奉仕活動の実
践を提供する IAC や RAC が存在しますが、そこに集結する若い世代は、その柔軟な行動力を
有効に活用して彼等の潜在技能性を引き出し、目的達成のために相互に協力し合って行動する
ことで人間性を育みます。従って青少年奉仕活動に於ける連携行動は、彼等の潜在的技能性を
引き出し、目的に向かって互いに共通の意思を共有し合うことで、社会奉仕活動の意義を実感
するのです。この体験を青少年時代に重ねることで彼等は、良き個人として、良き勤労人とし
て、良き社会人として確固たる方向へと歩みを進めることが出来るのです。
　例えば、彼等が地域の祭りで奉仕活動を行うことで、地域の人達との絆が生まれ、その活動
を通じて地域の伝統文化やその存続の重要性に認識を深めることが出来、その活動交流こそが
良い社会人、良い人間性を培い、そして地域の人達を喜ばせ、評価されることでその地域との
絆が生まれ、ロータリーの青少年奉仕活動への認識が深まるのです。学業習得だけでは人間性
や社会性を培うことは出来ないのです。
　IAC や RAC の奉仕活動もロータリーと同様に基本的に無償の活動で対価を求めません。そ
れ故に人間愛の意思の共有とその結集が奉仕作業へと活動を方向付けるのです。彼等の奉仕活
動に例え対応技量が不足していても奉仕活動を重ねることで技量等の自己力が根付くもので
す。だからこそ小規模であってもエネルギッシュな青少年個々の技量習性を連携することで、
人間愛に富んだロータリーの奉仕活動が実践出来るのです。
　国際ロータリーはロータリークラブが存在する地域の高校や専門学校そして大学に人間性や
社会性を培う実践教育の場として IAC や RAC の開設を望んでいますが、それに対応したい高
校や大学もその世話ロータリークラブの存在次第で、その開設に興味を抱く傾向になっている
と聞きます。今年度、第 2690 地区の岡山旭川ロータリークラブをスポンサークラブとして
岡山大学ローターアクトクラブが誕生しましたので、他の学校へ強いインパクトになったに違
いありません。瀬戸内海を挟む四国地域や中国地域には多くの河川が瀬戸内海に通じています
が、陸地に放置されたプラスチック廃材が近年の気象変動による大洪水の発生の度に一気に瀬
戸内海に流出、海水化学変異によるマイクロプラスチックが海底や海岸の砂浜に体積、世界最
悪の海洋汚染と専門家は危機感を高め、瀬戸内海沿岸地域の幾つかのロータリークラブは、こ
れに対応すべく IAC や RAC の皆さんと一緒に、それらを除去する奉仕活動に気運を高めてい
ると聞きます。専門者の指示の下でのその活動は皆さんの将来に必ず役立つことと思います。

青少年奉仕月間によせて

地区ガバナー
友末誠夫（津山 RC）
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　２月２６日、第８・第９グループ合同ＩＭを美作ロータリークラ
ブと岡山ロータリークラブをホストクラブとしてホテルグランヴィ
ア岡山にて開催いたしまし
た。
　コロナ禍の影響で４年ぶ
りの一堂に会しての開催と
なりましたが、会場内での

感染対策にも留意しまして３００名余りのロータリア
ンのご参加をいただきました。

　尾髙康弘第８グループガバナー補佐の開会宣言
で開会し、一連のセレモニーの後に特別講演とし
て演題「変化するロータリー」を国際ロータリー
理事・パストガバナー、佐藤芳郎様にお願いしま
した。
　続いて地区研修リーダー・パストガバナー、松
本祐二様より演題「ロータリーを楽しんで得たも
の」として基調講演をいただきました。
　閉会式では、友末誠夫地区ガ
バナーより IM のご講評そして
次年度役員の紹介があり、最後
に岡﨑邦泰第９グループガバ

ナー補佐の閉会宣言で幕を閉じました。
　その後、懇親会が開宴となり他クラブのメンバーと久しぶりの再
会を喜び合い、また新たな出会いも見つけることができ、閉宴まで
の時間が短く感じられるほどでした。
　ＩＭの目的はロータリアンに学びの場を提供し、懇親を通じて親
睦を深めることにあります。今回は講演を通して世界のロータリーの現状や楽しみ方など、入
会間もない会員は言うまでもなく全てのロータリアンにとって知識を深め、また互いに親睦を
深めることにより奉仕の精神を養う貴重な機会となりました。
　最後になりましたが、開催にあたりましてホストクラブの皆さま、そしてご参加いただきま
した会員の皆さまには多大なるご協
力をいただきましたことに改めて感
謝申し上げてＩＭの報告とさせてい
ただきます。

第８・第９グループIMを終えて

第８・第９グループIM実行委員長
松岡　徹（岡山 RC）
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　2023 年 3 月 12 日（日）13：00 より国際ロータリー第 2690
地区第 3・第 4・第 5 グループ合同インターシティミーティング（Ｉ
Ｍ）を松江東ロータリークラブのホストによりホテル一畑にて開催
いたしました。
　主催者である第 3・第 4・第 5 グループ 3 名のガバナー補佐が
特にこだわったのは、なんとか対面方式、いわゆるリアルでの開催
ができないかということでした。
　新型コロナウィルス感染症が 3 年前に中国で発生し、瞬く間に
世界中に蔓延してからというもの、ＩＭも中止やＷＥＢによる開催

を余儀なくされ、もちろん懇親会は中止となり、どうしてもこの閉鎖感を打開したかったから
です。４年ぶりのリアル開催実現にご尽力いただいたホストの松江東ロータリークラブの鐘築
一雄会長、大多和聡宏ＩＭ実行委員長を始めとする松江東ロータリークラブの会員の皆様には
心より感謝いたしております。
　今回のＩＭのテーマは〝歴史に学ぶ「奉仕の理想」～危機や困難を乗り
越えた先人の生き様～〟でした。そのテーマにふさわしい講師として〝博
多の歴女〟として著名な 株式会社ことほぎ 代表取締役　白駒妃登美氏を
お迎えしました。演題は「日本人は逆境をどう生きたか～苦境に折れない
心・目的を遂げる志～」でした。
白駒妃登美氏には様々な史実に基づき、例えば大化の改新の頃の「白村江
の戦い」や鎌倉時代の二度に渡る元寇、江戸時代末期のペリー来航などの
日本に逆境・苦難が押し寄せていた時の実例を挙げ、それを日本人はどう
いう気持ちの有り様と考え方でこの危機を乗り越えていったのかをご講演いただきました。
　今や、まさに日本の現状も新型コロナウィルス感染症により全てが狂い、さらには極端な円
安が進行し諸物価が高騰して我が国日本は、かつてない苦境に立たされています。白駒妃登美
氏は、過去の日本にも今の日本の苦境に匹敵する、いや、それ以上の苦境を乗り越えてきたと
話されました。
それは起こった事実が問題ではなく、この問題を受け止めた私たちの心の有り様が大切だと強
く言われました。そして、自分の利益のためだけではなく、他人の立場に立って物事を考えて
いく「利他の心」、「奉仕の心」があれば、逆境を乗り越えていくことが可能であると話されま
した。このことは、私たちロータリアンがどう考え、行動していくかの大きなヒントになりま
した。あっという間の 90 分間の素晴らしいご講演でした。
　休憩をはさみ、続いて県内ロータリアンお待ちかねの懇親会です。まず石倉貞昭ガバナーエ
レクトからご挨拶をいただき、続いて古瀨俱之パストガバナーの乾杯のご発声で４年ぶりのＩ
Ｍ懇親会が始まりました。
アトラクションは島根で活躍する「ｈｏｍｍｅ ( オム )」というグループの「音楽で苦難を乗
り越えよう！」をテーマとした生演奏で懇親会のボルテージはさらに盛り上がり、講師の白駒
妃登美氏囲んでの和やかで楽しいひと時となりました。
　正式発表によるとこの懇親会には 306 名の参加者があり、登録者が 450 名でしたので約
70％もの参加率となり、島根県内のロータリア
ンが一堂に会し親睦を深める素晴らしい場となる
ことができました。
　今回 4 年ぶりにリアルで開催されたＩＭを通
して島根県内の 15 クラブのロータリアンが白駒
妃登美氏のご講演により大きな気付きがあり、今
後のロータリー活動にそれを生かしていくことを
願い、国際ロータリー第 2690 地区第 3・第 4・
第 5 グループの合同ＩＭ開催報告といたします。

第3・第4・第5グループ合同ＩＭ開催報告

第 3 グループガバナー補佐
古志勝俊（松江南 RC）
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【一日目】国際ロータリー第２６９０地区の 2023-24 年度会長エ
レクト研修セミナーを３月４日 ( 土 ) ５日 ( 日 ) の二日間ホテル一
畑「平安の間」において開催いたしました。
本年は新型コロナ感染も少し収束に向いましたので、マスク着用で
開催できました。　会長エレクトの出席状況は６５名全員の出席で
した。
午後１時石倉貞昭地区ガバナーエレクトの点鐘に続いて、幡宏明次
期地区代表幹事の開会宣言で研修セミナーがスタートしました。国
歌並びにロータリーソング斉唱後、地区ガバナーエレクト・ご来賓・

2023-24 年度地区研修リーダー・2023-24 年度ガバナー補佐・地区役員の皆様のご紹介を
終え、本年度地区ガバナー友末誠夫様よりご挨拶を頂きました。次に 2023-24 年度地区研修
リーダー古瀨俱之様よりご挨拶を頂戴しました。　
　セクション [1] 基調講演では　石倉貞昭ガバナーエレクトより 2023-24 年度 RI 会長ゴー
ドン R. マッキナリー氏の国際ロータリーテーマ「世界に希望を生み出そう」について、所信
表明講演資料に沿って説明があり、続いて「2023-24 年度地区運営方針について」では地区
スローガンに「希望の種を播きましょう。育てましょう。」を揚げられ、クラブ運営で常に心
がけていただく事として、クラブ例会の再確認・公共イメージの向上・新会員の研修を挙げら
れました。最重点目標に「会員増強」を挙げられ　各クラブ純増最低１名の目標達成を訴えら
れました。
セクション [2] 演題「クラブビジョン」では 2023-24 年度次期地区研修リーダー古瀨俱之様
にご講演頂きました。
セクション [3] 演題「明日のロータリーの為に今我々がなすべき事」では国際ロータリー理事
佐藤芳郎様よりご講演をいただきました。
セクション [4] では当初第 2840 地区パストガバナー田中久夫様の予定でしたが、止むを得な
い事情で急遽バストガバナー松本祐二様にご講演いただく事になりましたが、ご講演は好評を
博し代打満塁ホームランのご活躍となりました。

【懇親会】ホテル一畑の平安の間にて直前ガバナー岩崎陽一様の乾杯で始まり、盛大に行なわ
れました。

【2 日目】セクション [5] 演題「ポリオ根絶の活動をクラブの活性化に」では、前日に引き続
きバストガバナー松本祐二様よりご講演をいただきました。
セクション [6] 演題「ポオデーの活動報告」では地区ガバナー友末誠夫様よりご講演をいただ
きました。
セクション [7] 演題「2023-24 年度におけるポリオデーの取り組み」について、5 グループ
に分かれてグループデスカッションを行い　次年度ガバナー補佐から各グループの纏めの発表
がありました。
７つのセクションが終わり総括・講評・閉会の言葉の後、石倉貞昭ガバナーエレクトの点鐘で
セミナーの全日程が終了いたしました。最後になりますが、会長エレクトの皆様の今後益々の
ご活躍をお祈りすると共に、ロータリーの素晴らしさを体験されることをお願いして、国際ロー
タリー第 2690 地区会長エレクト研修の報告といたします。

会長エレクト研修セミナー（PETS）報告

地区副代表幹事（PETS担当）
高橋雄一郎（松江しんじ湖RC）
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１．学業面での成果　······································································
　1 月下旬から開始した春学期では、基礎理論を広く学んだ秋学期に比べ、
より分野を絞った開発学の授業を受講しています。現在、履修している科目
は「Managing Economic Instability（開発経済学）」と「Middle East in 
global order（中東地域研究）」の２科目になります。開発経済の授業では、
主に近年の財政危機の構造分析と、グローバル化する世界経済の中における
途上国のプレゼンスや脆弱性について、ドキュメンタリー作成や、ディスカッ
ションなどを通して、理解を深めていきました。私自身、学部では経済学専
攻ではなかったため、非常にチャレ

ンジングな内容ではありましたが、少人数クラスという利点も含め、
難しい議論でも身近な例を用いながら楽しく知見を深めていくこと
ができました。また、授業の一環でロンドン研修に参加することが
でき、開発銀行やシンクタンク、開発コンサルタントなどのオフィ
スに訪問し、それぞれの機関の役割や取り組みについて広く理解す
ることができました。
　春学期自体は今年の 5 月に終了する予定で、そこからは修士論
文の執筆期間になります。現在は、修士論文執筆のために必要なリ
サーチスキルを学ぶ授業を履修しながら、論文のテーマ決めや先行
研究の調査、担当教員とのミーティングなどを通じて、研究内容を
精査しているところです。

２．受入地区でのロータリーとの関わり、奉仕活動、カウンセラーとの交流　·························
　今季は少し多忙であったこともあり、ロータリーシーフォードの皆さんとはお会いすることが叶いません
でした。受け入れを担当してくださっているアンさんのお体が優れないこともあり、お家への訪問も叶いま
せんでしたが、３月中にシーフォード会員のジャネスさんを含めたクラブ会員の皆さんとお会いできるよう
に調整中です。また大学の同級生で、日本からのロータリー奨学生の友人とは授業もよく一緒に受けており、
先日は授業後に近くのスタジアムにフットボールを見にいくことができました。春夏は、ブライトンではた
くさんのイベントが開催される予定なので、ロータリークラブの奉仕活動にも専念して行けたらと思います。

３．直面した課題、問題点等　··································································································
　イギリスでは、大学関係者の労働賃金停滞を巡り、2 月 3 月に過去最大級の大学ストライキが発生して
おり、計 6 週間にわたって授業のキャンセルやリスケジュールが続きました。私の場合は、春学期のうち
1/3 の授業がキャンセルになってしまい、その分自習やレコーディングの試聴で対応することになりました。
私個人としては、労働ボイコット自体は大学関係者（UCU）の社会的権利であると考えていますし、市民
団体の政治的重要性も理解しています。しかしながら、UCU は、労働ストライキは一定の進捗を見せてい
るとは言いますが、実際のところストライキへの参加のメリットを感じている学生は少なく、特に高額な学
費を支払っている留学生にとっては、ストライキにより受ける影響は非常に深刻なものです。現在は、大学
側が学生に対して「Compensation form」を配布しており、学生自身が受けた影響、大学側に希望する補
償などを自由に記載することができます。生徒たちは、受けられなかった授業数分の補償を希望することが
できますが、返金がくる保証はないというのが現状です。

４．今後の課題、目標　············································································································
　春学期が終わると、修士論文の執筆が始まります。私は修士論文において、「ロヒンギャ難民キャンプに
おける危機下の教育（Education in Emergency）」について取り扱う予定であり、紛争という危機下の教
育の政治性や経済的効果について、フィールドワークなどを含めた研究をしていく予定です。修士論文執筆
に際しては、実際にロヒンギャ難民キャンプでの教育事業に関わる国際機関や NGO などへのヒアリング
などを、プレイスメントを通じて実践すべく、今後は機関とコミュニケーションをとり、実際にボランティ
ア参画する際の計画などを進めていく予定です。

2022-23年度
ロータリー財団グローバル補助金奨学金 報告書

▲ 10月：�クラスメイトと教授（左から二人目）
と。ロンドン研修の一環でEBRD
へ訪問。

地区グローバル補助金奨学生
今 津 千 尋
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稲田　起一
倉敷東RC

ご逝去日/2023年3月5日
享　　年/68歳
入 会 日/2015年7月27日

訃 

報

謹んで哀悼の意を表しご冥福をお祈りします

地区だより2023年 3月

小畑　誠
倉吉RC

濵田　卓志
倉吉RC

竹歳　和矢
倉吉中央RC

小林　弘和
米子RC

竹本　法子
米子中央RC

吉田　雅紀
隠岐西郷RC

前原　幸夫
井原RC

片岡　外樹
総社吉備路RC

田中　剛
総社吉備路RC

栗山　豪利
倉敷RC

日下　知章
岡山RC

吉田　和弘
岡山北西RC

ロータリー財団への寄付

ポール・
ハリス・
フェロー
（�年次基金へ
の寄付） 牧浦　康寛

鳥取西RC

2

松浦　常明
米子南RC

2

佐藤　尚士
松江RC

3

大野　光徳
松江RC

1

谷口　正人
松江RC

1

鳥取北RC　·································　528.00ドル（年次基金）
鳥取西RC　·····················　283.82ドル（＄100万ミール）
浜　田RC　······　400.00ドル（トルコ・シリアの支援金）
笠　岡RC　········· 　380.47ドル（ミリオンダラーミール）
笠岡東RC　········· 　154.41ドル（ミリオンダラーミール）
玉　野RC　·····························　1,911.76ドル（年次基金）

クラブ年次基金

米山記念奨学会への寄付

米山功労者

岩﨑　陽一
鳥取西RC

22

松浦　常明
米子南RC

4

苅田　裕也
津山RC

1

岸本　泰子
備前RC

1

山本　寿
備前RC

4

古和　聡
岡山後楽園RC

1

難波　昌洋
岡山備南RC

1

坂川　陽子
岡山備南RC

2

岡本　真樹
岡山備南RC

1

クラブ特別寄付

クラブ普通寄付

鳥取北RC　································ 　120,000円（米山BOX）

鳥取西RC　·································　60,400円（米山ランチ）
岡山備南RC　····················································　52,500円　

高　梁RC　·············　390.51ドル　
美　作RC　·············　470.00ドル　
（第６グループIM記念募金より）

松　　江RC　·····························　㈱中電工　島根統括支社　
松　　江RC　················································　㈱一畑百貨店　
倉敷水島RC　··························································· 　㈱阪本　
玉　　野RC　············································　日本特殊炉材㈱　

クラブポリオプラス

法人寄付

〇第2690地区　1668.24ドル
<内訳> ◆1/29「第10・11グループ合同ＩＭ」
　　　　　 岡山旭川ＲＣ、岡山中央ＲＣ、岡山北ＲＣ、岡山南ＲＣ、玉野ＲＣ、岡山備南ＲＣ、

岡山城ＲＣ、岡山岡南ＲＣ、岡山丸の内ＲＣ、岡山西ＲＣ、岡山西南ＲＣ



出 席 報 告（2023年3月）

国際ロータリー第2690地区（鳥取・島根・岡山）

友末誠夫地区ガバナー事務所
〒708-0022 岡山県津山市山下30-9 津山商工会館3階
TEL. 0868-35-2690　FAX. 0868-35-2692
E-mail. office@2022-rid2690.jp　Web. https://2022-rid2690.jp

クラブ名 ホームクラブ
出席率（％）

例
会
数

会員数

7月1日 3 月
末日

内女性
会員 増減

第
一
グ
ル
ー
プ

智  頭 80.00% 4 5 5 0 0
倉  吉 83.48% 3 40 41 1 1
倉 吉 中 央 60.56% 4 18 18 2 0
倉 吉 東 73.99% 4 47 44 5 ▲3
鳥  取 74.71% 3 57 56 3 ▲1
鳥 取 中 央 56.67% 2 32 29 2 ▲3
鳥 取 北 71.32% 3 47 47 6 0
鳥 取 西 79.53% 4 56 54 2 ▲2

小計⑻ － － 302 294 21 ▲8

第
二
グ
ル
ー
プ

境  港 75.44% 3 43 43 1 0
米  子 54.85% 3 67 70 5 3
米 子 中 央 78.74% 3 40 44 2 4
米 子 東 68.69% 2 105 108 13 3
米 子 南 64.88% 3 70 69 5 ▲1

小計⑸ － － 325 334 26 9

第
三
グ
ル
ー
プ

松  江 81.32% 3 63 63 1 0
衛星クラブ 60.00% 2 10 10 5 0
松 江 東 86.44% 4 46 45 4 ▲1
松 江 南 75.82% 3 63 59 4 ▲4
松江しんじ湖 69.63% 3 44 47 11 3
隠 岐 西 郷 66.67% 3 21 22 2 1

小計⑸ － － 247 246 27 ▲1

第
四
グ
ル
ー
プ

平  田 84.76% 3 34 36 2 2
出  雲 76.60% 3 49 47 1 ▲2
出 雲 中 央 73.53% 3 46 47 3 1
出 雲 南 78.46% 4 78 84 7 6
大  社 61.90% 3 50 50 4 0

小計⑸ － － 257 264 17 7

第
五
グ
ル
ー
プ

江  津 64.10% 4 38 38 2 0
浜  田 66.67% 3 53 56 3 3
益  田 67.11% 4 18 19 2 1
益 田 西 65.81% 5 28 30 2 2
大  田 74.67% 3 25 25 3 0

小計⑸ － － 162 168 12 6

第
六
グ
ル
ー
プ

井  原 77.22% 5 42 41 2 ▲1
笠  岡 84.78% 3 46 48 3 2
笠 岡 東 90.26% 4 40 39 0 ▲1
新  見 72.83% 4 21 24 3 3
総  社 67.92% 4 16 14 2 ▲2
総社吉備路 81.61% 3 25 29 1 4
高  梁 81.62% 5 36 37 1 1
玉  島 92.31% 4 29 27 4 ▲2

小計⑻ － － 255 259 16 4

クラブ名 ホームクラブ
出席率（％）

例
会
数

会員数

7月1日 3 月
末日

内女性
会員 増減

第
七
グ
ル
ー
プ

児  島 84.21% 2 21 20 0 ▲1
児 島 東 93.94% 3 11 11 0 0
倉  敷 90.98% 4 73 74 1 1
倉 敷 中 央 79.49% 3 15 16 5 1
倉 敷 東 81.31% 4 34 29 3 ▲5
倉 敷 南 73.91% 4 58 55 3 ▲3
倉 敷 水 島 80.65% 4 20 19 0 ▲1
倉敷瀬戸内 71.70% 3 38 37 1 ▲1

小計⑻ － － 270 261 13 ▲9

第
八
グ
ル
ー
プ

真  庭 90.00% 3 31 30 1 ▲1
美  作 88.75% 3 26 27 2 1
津  山 61.31% 5 100 98 5 ▲2
津 山 中 央 93.94% 3 13 12 3 ▲1
津 山 西 73.91% 3 35 34 4 ▲1

小計⑸ － － 205 201 15 ▲4

第
九
グ
ル
ー
プ

備  前 64.22% 3 41 42 5 1
岡  山 78.48% 3 114 113 6 ▲1
岡 山 東 84.20% 4 94 96 0 2
岡 山 北 西 75.74% 4 40 43 2 3
岡山後楽園 67.49% 4 51 51 0 0

小計⑸ － － 340 345 13 5

第
十
グ
ル
ー
プ

岡 山 旭 川 55.41% 4 34 37 1 3
岡 山 中 央 64.52% 5 26 25 5 ▲1
岡 山 北 64.67% 3 50 50 4 0
岡 山 南 67.71% 3 160 154 20 ▲6
玉  野 67.69% 5 27 26 0 ▲1

小計⑸ － － 297 292 30 ▲5

第
十
一
グ
ル
ー
プ

岡 山 備 南 76.56% 4 21 20 1 ▲1
岡 山 城 78.95% 3 20 21 1 1
岡 山 岡 南 82.35% 3 19 24 2 5
岡山丸の内 62.19% 4 48 51 3 3
岡 山 西 67.00% 3 68 68 10 0
岡 山 西 南 78.65% 4 50 50 7 0

小計⑹ － － 226 234 24 8

地区クラブ内の状況
クラブ数 65 RC
2022年7月1日会員数 2886 名
2023年3月末日会員数 2898 名
内　女性会員数 214 名
純増 12 名
2023年3月出席率（ホームクラブ） 74.61 %


